
はじめに

北海道東部、根室管内の西別川は昔からサケが

多く遡上することで知られ、献上鮭として江戸幕

府に献上されてきました。この西別川が注ぐ根室

湾を中心とする根室南部地区はサケの回帰が不振

で、地元からの要請を受けて沿岸域の調査を２００７

年から始めました。

サケはふ化場から放流されて、川を降って海に

入り、北太平洋で２～５年過ごして成長した後、

産卵のために帰ってきます。北海道におけるサケ

の回帰率はおおよそ４％くらいなので、１００尾を放

流しても９６尾が死ぬことになります。サケが多く

死ぬ時期は海に入った直後と北太平洋での１冬目

だと言われています。そこで、サケの回帰不振は

サケ稚魚が海に入る時期に問題があるのではない

かと考えました。

西別川は摩周湖を抱える西別岳の麓から湧き出

た水を水源としており、この水を使ってふ化放流

事業を行っています。このため、ふ化場は最上流

にあり、河口からの流路延長は１００kmに及びます。

長い川なのでふ化場から放流されたサケ稚魚が沿

岸域にたどり着くまで長い時間がかかることが予

想されます。サケ稚魚が沿岸域に入る時期に問題

があるのであれば、川を降る間の時間を把握する

ことが重要になります。１９６０年代に虹別ふ化場（現

北海道区水産研究所 虹別さけます事業所）から標

識したサケ稚魚を放流して調査を行っています（小

林ら、１９６６）。この時代はサケ稚魚がおなかの栄養

を使い切って泳ぎ始めて（浮上）すぐに放流して

いたので、放流時のサケの体重は０．３g程度でした。

また、放流は１月の厳冬期から始められていまし

た。しかし、現在では浮上後に餌を与え１g程度ま

で成長させてから、３月以降に放流しています。

このように過去と現在とでは放流しているサケ稚

魚の大きさ、放流時期が異なっているので、過去

の知見はそのまま使えません。そのため、現在の

ふ化放流事業ではサケ稚魚がどのくらいの時間が

かかって降河してくるのかを調べることにしまし

た。

試験方法

２００８～２０１０年の３年間、降河にかかる時間を調べ

るためにサケ稚魚を標識して放流し、それを下流

で捕まえることにしました。標識は卵の時期にア

リザリンコンプレクソン（ALC）という溶液の中に

２４時間浸して、頭の中の耳石と呼ばれる硬組織を

着色しました。標識した耳石に蛍光を当てるとALC

がリング状に赤く発光します。このような標識魚

を時期を変えて放流しました（表１）。下流で降河

してきた稚魚を捕まえるためには、ロータリー式

スクリュートラップ（以下、トラップ）という道

具を使いました（図１）。トラップは川の流れで動

き、連続的に稚魚を採集することができます。ト

ラップを河口から１２km上流に位置する捕獲場に設

置し（図２）、４月上旬から６月中旬までの毎日、

採集された稚魚を計数し、その内週３回稚魚を取

さけます・内水面シリーズ

ササケケ稚稚魚魚はは長長いい川川をを降降るるののにに
どどののくくららいい日日数数ががかかかかるるののかか
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り上げて標本としました。標本からは耳石を取り

出して標識を確認しました。

トラップによるサケ稚魚の採集

トラップでは設置から撤去までほぼ毎日サケ稚

魚が採集されました。３年間では６，２３０～１２，０９８尾

の稚魚を採集し、その内２，３５０～４，４５６尾を取り上げ

て標本としました。標本の耳石をすべて観察した

結果、各年で１３９～２４２尾の標識魚が確認されまし

た。各標識群の１００万尾当たりの再捕尾数は２３～１３２

尾でした。

標識魚の再捕状況

標識魚は、２００８年では４月下旬～５月中旬に、

２００９年では４月上旬～５月上旬に、２０１０年では５月

上旬に多く再捕され、その後再捕尾数が少なくな

りました（図３）。標識魚が確認された期間は、そ

れぞれの年内では４月上旬以前に放流された群は

４月中旬以降に放流された群より長い傾向があり

ました。標識魚の再捕状況を見てみると、４月下

旬～５月上旬に多く再捕されていることが分かり

ます。

標識魚各群で降河に要した日数を計算すると、

降河日数は早い時期に放流された標識魚が遅い時

期に放流された標識魚より長いことが分かりまし

表１ 標識魚の放流尾数、体サイズ

（Kasugai et al ., 2013, Fisheries Science より改変）

図２ 西別川の調査場所
図１ ロータリー式スクリュートラップ （Kasugai et al ., 2013, Fisheries Science より改変）
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た（表２）。降河した距離を降河日数で割った降河

速度は、放流時期が早いほど遅く、放流時期が遅

いほど速いことになります。降河速度に影響を及

ぼす要因を特定するため、降河速度と体サイズ（体

長）、放流時期、水温、流量との関係を調べました。

その結果、放流時期が有意な関係であることが分

かりました。

なぜ放流時期によって降河速度が違うのか

実は、西別川では１９６０年代の試験においても同

じような現象、放流時期によって降河速度が異な

り、遅く放流した群の降河速度が速いこと、が報

告されていました（小林ら、１９６５；表３）。このと

きの試験では２月中下旬と３月下旬－４月上旬に

浮上直後の体長３４mm、体重０．３gの稚魚を放流し

ていますが、多くが下流に到達したのは４月中下

旬と、私たちが行った試験とほぼ同じ結果でした。

また、放流時期による降河速度の違いは、西別

川だけではなく、他の河川でも報告されています

（図２、表３、当幌川：虎尾ら、２０１０；石狩川：

図３ 標識魚の再捕状況
（Kasugai et al ., 2013, Fisheries Science 改変）

表２ 標識魚の降河日数と降河速度

（Kasugai et al ., 2013, Fisheries Science より改変）

表３ これまでに報告された放流時期が異なるサケの降河に要する期間

（Kasugai et al ., 2013, Fisheries Science より改変）
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真山ら、１９８３；北上川：帰山、１９８６）。

この結果を解釈するためのヒントは野生魚にあ

りそうです。西別川では自然産卵するサケについ

てのデータはありませんが、カラフトマス稚魚で

は降河時期は４月下旬～５月上旬との報告があり

ます（小林ら、１９６５；小林・原田、１９６６）。カラフ

トマスは降海後の沿岸域ではサケとほぼ同じ時期

に出現します。自然産卵されたサケマス稚魚が下

流に到達する時期は沿岸域において生き残りが多

くなる時期であると考えられていることから

（Holtby et al.,１９８９）、根室湾における４月下旬か

ら５月上旬という時期は、サケマス稚魚にとって

好適になり始める時期だと考えられます。この時

期に当たるように下流へ降河してくるとすれば、

それは降河のタイミングを調節している可能性が

あります。根室湾以外でも降河速度が放流時期に

よって異なると言うことは、その地域の沿岸域の

環境がサケ稚魚に好適になった時期に合わせて降

河速度を調節していると考えられないでしょうか。

いつ放流すればいいのか

放流時期に関わらず、沿岸域には同じ時期に到

達するのであれば、いつ放流しても変わらないと

思うかもしれません。早い時期に放流した稚魚は

長い期間を川の中で過ごしますが、ここには問題

がありそうです。標識魚を下流で再捕した時、肥

満度（太り方の指標）は放流してから日が経つほ

ど小さくなっているのが分かります（図４）。また、

上流と下流で採集された稚魚の肥満度を比べると、

下流では常に上流より低く推移しています（図５）。

つまり、下流に降ってくる間に体重が減って、痩

図４ 西別川下流で再捕された標識魚の肥満度の
変化

図５ 西別川上流と下流の肥満度の変化
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せてしまったのです。このことは、体の中に蓄え

ている炭水化物や脂肪を調べた結果でも示されて

います。栄養不足になると、最大限の力で泳ぐ時

間が短くなることが報告されており、他の大きな

魚に食べられやすくなることが予想されます。表

２の標識魚の再捕尾数を見ても、同じ年の早い時

期に放流した標識魚は遅い時期に放流したものよ

り少なくなりました。川の中で長く過ごすことに

よって餌不足に陥り、死ぬ可能性が高くなるので

はないかと思われました。西別川では１９６０年代か

ら餌不足が指摘されていたので（小林ら、１９６５）、

西別川は元々サケの餌となる生物がそれほど多く

ないのかもしれません。このような降河中の減耗

を減らすために、放流時期を遅くしたり、下流に

輸送して放流することに取り組み始めています。

サケ稚魚の放流時期が異なると降河速度が異な

ることは流程の長い河川では当てはまりそうです。

しかし、河川ごとに餌環境は異なっているので、

降河中の減耗の程度は異なるでしょう。沿岸域に

おけるサケ稚魚の減耗の評価とともに、河川内に

おける減耗の評価も取り組んで行くべき課題であ

るでしょう。
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